
 
 

新型コロナによる在宅が増えたことで 

「ネット通販詐欺」の被害が増加中！ 

ネット通販詐欺とは・・・ 

 ネット上で、自分が欲しい商品を検索すると、定価より安く売られている 

ショップを見つけたことはありませんか？ 

 価格が安いからと言って購入しても商品が届かず、 

購入したショップとも連絡が取れずに、お金だけを 

騙し取られるというのが、ネット通販詐欺の手口です。 

① 欲しい商品の価格が相場より、かなり安い 

  「安い」と消費者に思わせ、商品を買わせる 

 ことが、通販詐欺サイトの手口です。 

  大手ネットショップより安い場合は疑いましょう。 

② 支払方法が前払いか着払いしか選べない 

  銀行振込みによる前払いや着払いのみで、 

 カード払いや代金引換などの後払いができない 

 ショップは、詐欺の可能性が極めて高いです。 

③ 会社名・所在地・電話番号等の表記が無い 

  ネットショップの場合、特定商取引法に基づく 

 表記が義務付けられています。 

  会社名・所在地・電話番号・代表者名の表記 

 が無い場合は危険です。 

⑤ 日本語の言葉遣いがおかしい 

  詐欺ショップは外国人が運営している場合も 

 あります。 

  サイト内の日本語がおかしかったり、見慣れ 

 ない漢字が使われていないか確認しましょう。 

⑥ ショップの口コミ等が見当たらない 

  ネット通販詐欺サイトの多くは、すぐにサイト 

 を閉鎖して、新たな詐欺サイトを作ります。 

  そのため購入しようとするサイトの口コミや 

 評価が無いときは詐欺サイトを疑いましょう。 

「おかしいな？不安だな・・」と感じたら、すぐに相談してください。 
相談専用ダイヤル（＃９１１０）、大牟田警察署（４３－０１１０）  
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④ 振込先の口座がショップ名と違う 

  代金の振込先として指定された口座がショップ 

 の名称と違ったり、代表者と違う個人名の場合 

 は、詐欺の可能性が高いです。 

  外国人名義の口座は、特に要注意です！ 


